
難民支援／アジア子ども支援／ブラジル子ども支援／ボランティア派遣／リラ・プレカリア（祈りのたて琴）研修講座／奨学金制度／宣教師支援

　毎夏恒例となった、米国のグループ・ワークキャンプへの
青少年ボランティアの派遣が今年は7年目を迎え（米国では
超教派の催しとして30年近く実施されています）、日本福音
ルーテル教会から7名（武蔵野、名古屋めぐみ各２名、室園、
熊本、玉名各１名）、他の教派から2名の合計9名の若者た
ちが、アイオワ州の奉仕キャンプに参加しました。今回はどん

な素晴らしい体験をしたのでしょうか。４頁以下に参加者の
報告を掲載していますのでお楽しみください。日本福音ルーテ
ル教会とJELAはこのキャンプの他に、大学生や成人を派遣
対象とした、インドとカンボジアでのワークキャンプも実施して
います。皆様のご参加を歓迎いたします。

グループ・ワークキャンプ2007～Renovate（修復する）～
今年も祝福のうちに無事終了

[この号にはこんな記事が] 地球の裏側から、教会の裏と表を考える（徳弘浩隆）など……２　リラ・プレカリア（祈りのたて琴）のハー
プ・コンサート（中島　愛）……３　米国グループ・ワークキャンプ参加者レポートなど……４　AGDM難民参加型アセスメントについて
（宮澤　哲）など……６　お知らせ……８
　



目的　　
9月18日から26日までブラジルを訪問しました。

目的は、渡辺純幸副議長・世界宣教委員長ととも
に、JELCが派遣している渡邉進宣教師と面談し、
現地日系教会およびブラジル福音ルーテル教会
（IECLB）を訪問することでした。JELAのブラジ
ル委員会でも共有した結果、JELAの支援活動を
JELCに紹介する好機と受け止めていただき、古
川事務局長にも同行をお願いしました。

歴史と現状
JELCのブラジルへのかかわりは、1957年の

LWF大会でブラジルでの日系人伝道を提案され
たことに遡ります。その後、1964年に初代宣教師
藤井浩先生ご夫妻がサンパウロ日系教会に派遣
され、延べ8名の宣教師が順次派遣されてきまし
た。
一方、JELAのブラジルとの係わりは、1995年に

JELCが企画した「ブラジル宣教30年記念訪伯
団」が、子どもたちが路上生活をしないようにと保
護活動を続ける現地教会施設を訪問したことに
起因します。大きな触発を受けた訪伯団参加者に
より、ブラジルの施設の働きを日本からも支援しよ
うという信徒運動が始まり、その後、JELAの公益
活動奉仕プログラムのひとつとなりました。さらに、
ボランティア派遣や現地神学生の奨学金支援、
ファベーラ（不法定住を余儀なくされている貧し
い人たちの居住地域）の支援活動、日本国政府
からの草の根無償支援金申請の取次ぎなどへと
発展してきています。
そのような中、現地日系教会も世代交代や高

齢化が進み、旧日本基督教団系の「南米教会」が
同じルーテル教会に加盟した後、「サンパウロ教
会」とこの「南米教会」の二教会は「日系パロキア」
という教会共同体を形成し、サンパウロ教会で育
ち、JELCが来日日本語研修などを支援した日系
人牧師・大野健牧師がパロキアの主任牧師とな

の奉仕と伝道ということにも共に取り組み始める
形や方法を模索しています。JELCとJELAはそれを
よく理解し、今後は必要なら違う形でお支えしなけ
ればと思わされます。
　また、諸問題を抱える海外で、日系の方 も々おら
れるブラジルで、教会や教会の諸施設の働きに触
れ、共に信仰を守り奉仕する機会を得ることができ
るなら、ボランティア派遣も信仰を育て、帰国後も
大切な働き人として整えられていく貴重な機会で
しょう。私も一時期こういうところに飛び込んでボラ
ンティアをしてみたいと何度も思わされました。きっ
と違うものが見え、違う自分を育てていただけるの
ではないかと思うのです。
　JELCも宣教する教会により成長するために、宣
教方策を立て次の時代を見据えて取り組んでいる
ところです。JELAも公益法人改革を控え、今後の
あり方を見つめなおしているところです。ブラジルも
諸調整が始まるときです。今回の訪問を通して、神
様の大きな計画の行く末を考えさせられました。私
たちが神様の導きをいただいて、そのミッションに
間違えなく進み、用いられるようにと祈らされます。
　JELAの皆さんの大きな、意味ある働きに感謝し
ながら、JELCの教会員の皆様に、理解とご協力を
お願いしたいと思います。そして、伝道・奉仕・教育
というひとつのミッションに共に預かりましょう。神
様の祝福がありますように。

ブラジル出張エピソード
JELA事務局長　古川文江
　ヘコンシリアサンを訪問した折、見覚えのある一
人の女の子を見かけました。名前を尋ねると、やは
りあのパメラでした。2001年に私が研修をしていた
ときのこと、施設関係者から次のような話を聞きま
した。
　「あの子はパメラと言います。数ヶ月前、あの子の
母親は夫に愛想を尽かし、娘を置いたまま出て
行ってしまいました。残された夫は2歳のパメラの
世話に無関心で、私たちがパメラの存在を知った
とき、彼女は汚れ放題で、かつ瀕死の状態でした。
私たちはすぐにパメラを保護し、父親に子育てのイ
ロハを厳しく教えました。今、パメラはあんなに元気
に笑うようになり、私たちは喜んでいます。」
 私は大きく成長したパメラに再会し、改めてヘコン
シリアサンの働きに感謝しました。このように、ファ
ヴェーラの子どもたちのために活動を続けるブラジ
ルの施設は、日本の私たちが理解する学童保育の
域をはるかに超え、子どもたちの基本的な生命と
子ども時代を守るために努力しています。

ジアデマの青年と徳弘先生

　JELAのリラ・プレカリア(祈りのたて琴)プロ
グラムを多くの方に知っていただくために、ア
メリカからハープ奏者のクリスティーナ・トゥ
ーリンさんをお迎えし、９月７日から１７日に
かけての週末と祝日に何回かコンサートを開
催しました。会場となったのはルーテル大岡
山教会、平福音キリスト教会(福島県いわき
市)、米沢興譲教会(山形県米沢市)、ルーテル
日吉教会、聖路加国際病院、ルーテル武蔵
野教会、ルーテル栄光教会(静岡県)の7箇所
です。また、JELAミッションセンターにて公開
講座、三有堂病院(山形県米沢市)にてハー
プ療法の実演も行いました。東北地域の会場
は、リラ・プレカリア受講生の関係組織です。
すべての会場の来場者数合計は533名、献
金総額は334,801円でした。

　リラ・プレカリアとしては初めてのプロモー
ション・コンサート、そして私自身、初めて担当
したコンサート・ツアーでしたので、すべてが
手さぐりの状態で、何かとバタバタとしました
が、各会場の牧師先生をはじめ、教会員の方
々、リラ・プレカリアの受講生の皆さん、同僚
に助けられて、また、たくさんの方 と々の出会
いと交わりを通して、神様をより近くに感じる
ことができたひとときでした。

　今回のコンサートは会場ごとに内容が異な
り、クリスティーナさんと教会の子どもたちに
よる合同演奏がメインになっていたり、リラ・
プレカリアの先生方や受講生がハープ演奏
や歌を披露したり、クリスティーナさんのソロ
演奏があったりと、司会・通訳としては毎回ハ
ラハラドキドキしましたが、クリスティーナさん
がその会場の雰囲気にあったハープ音楽を
奏で、そしてお客さまがその音楽を優しく包み
込む雰囲気を作ってくださり、どの会場でも、
そこでしか味わえないコンサートになったこと
がとても心に残りました。

　印象的なことは数多くありますが、一つ挙
げるとすれば、日吉教会での出来事です。コン
サートが終了した後、来場されていた多くの
人々(子どもから大人まで)がステージに上
がって、楽しそうにハープを触っておられまし
た。リラ・プレカリアの働きは、おもに末期患者
や、様々な問題を抱えている人々に、歌とハー
プ演奏による生きた祈りで奉仕をするという
ものですが、皆さんがハープを聞いて、触って
楽しんでいる光景を見て、音楽は、どんな人に
でも、色々な感情や癒しをもたらすものだとい

リラ・プレカリア（祈りのたて琴）のハープ・コンサート
JELA職員・中島　愛

うことを、改めて実感しました。「神様は、言葉
がなくても祈るために、音楽をくださった」とい
う意味を体感したような気がしました。

　リラ・プレカリアの働きを少しでも多くの人々
に知ってもらいたいという願いから今回のコン
サートを開催したのですが、音楽を通して様々
な人との出会い、助け合い、人との交わりの大
切さを再度教えてもらったコンサートになりま
した。ご協力いただいた会場の皆様、本当にあ
りがとうございました。

日吉教会

平教会

三有堂病院

米沢興譲教会

むさしの教会

　リラ・プレカリア（祈りのたて琴）の研修時に使用しているステラ・ベンソン
さんの著書”The Healing Musician: A guide to playing healing 
music at the bedside” 日本語名『ハープ・セラピー』が、同研修プログラム
の講師・神藤雅子氏により翻訳され、9月に春秋社から出版されました。
ＣＤ付で2940円です。「本書は、病む人の病床でのハープの即興的演奏の
指導書です。ハープは病む人の心を安らげるのに最も適した楽器です」（帯
に記された、日野原重明先生の推薦の言葉）。購入ご希望の方は、JELA事
務局（03-3447-1521）までお電話ください。

リラ・プレカリア使用テキストを翻訳出版！

第2回 リラ・プレカリア研修生募集中！
12月20日　申し込み締め切り
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後悔しない選択
（後藤理奈／ルーテル室園教会・１７歳）

　毎日のテーマの一つに「選択」というテーマ
がありました。夜のデボーションで話している
とき、選択には、自分で決める選びと最初から
決まっている選びがある、ということに気付か
されました。みんなの意見や考えは驚かされ
るものばかりで、共感する事も沢山ありまし
た。最初から決まっている選びは、悪い方に
行ったとしても、そんなに後悔しないし、諦め
がつく。だけど自分で決める選びは一生後悔
すると思うし、それが大きければ大きいほど後
悔すると思いました。やっとけば良かった・・・
なんて今まで沢山思ってきたけど、そんな思い
はしたくない、とおもいました。そのおかげで、
次の日から、クルー（＝奉仕作業の仲間）に対
する気持ちがかわりました。前までは、失敗を
恐れて逃げる選択ばかり取っていた私だけ
ど、それからは、なにをするにしても、少しでも
勇気がいる方を選ぼうと思うようになりまし
た。そして日本に帰ってからも沢山の選択が
待っていて、毎日の生活の中でもちゃんと考え
て選択していきたいと思います。今回のキャン
プで自分が大きく変われた機会だったと思
い、とても感謝しています。

神様との新たな関係
（浦野恵理／西東京キリスト教会・１８歳）

　わたしがワークキャンプに参加して得たも
のは数え切れないくらいですが、一番大きな
ものは、神さまとの関係です。神さまは、わたし
がどんなに神さまを裏切るようなことをしても、
いつも許し愛してくれていました。でも、わたし
は自分のことが好きになれませんでした。何
度許してもらっても同じ罪を犯してしまう自
分、けじめのない自分、自己中心的な自分。直

したくてもなおらない自分の悪いところが大嫌
いでした。こんなんじゃ神さまから愛してもらえ
ないと思っていました。こんなんじゃクリスチャ
ンですと胸を張って言えないと思っていまし
た。でも、お祈りをしているとき、神さまは、自分
を許しなさいと言ってくれました。わたしはいつ
も許して愛してるんだから、自分自身を許し、好
きになりなさいと。考えが１８０度かわり、涙が
あふれてきました。すごく心が軽くなって、うれ
しくて、うれしくて、神さまがわたしの心の中に
いらっしゃることを感じました。 

イエスと共に歩む
（上村知世／ルーテル熊本教会・１８歳）

　キャンプが終わってケアカード（＝参加者ど
うしが友情の言葉を交換するカード）を見て
いると、トムからものすごく長いメッセージが
入っていました。それには、「自分のおじいさん
が第二次世界大戦で日本と戦ったことがあっ
て、自分はおじいさんから日本や日本人は悪い
と教育されて育ちました。だけどこの１週間の
間、あなたの目や優しさを見ていると、なんて
素晴らしい人達なのだろうと思いました。私は
間違ったことを信じていました。そしてそれを
許して欲しいし、心からあなたの愛や親切にあ
りがとうと言いたい」と書いてありました。私は
とてもびっくりしました。この一週間、クルーの
中で一番気づかってくれたのはトムでした。た
しかに最初はとても無愛想で怖かったけど、
理由があったんだね。それなのに優しくしてく
れてありがとうと心から思いました。私は今回
のキャンプで自分の信仰についてたくさん考え
ました。堅信はうけたけど、どうやって道をすす
んでいいかわからなかったけれど、今は違いま
す。イェス様が近くに居てくださる事を忘れず
に素直に生きていけばいいのだということで
す。

＜上村さんのお母様からのお便り＞
　キリスト教を中心にしたこのワークキャンプ
に参加させていただけたお陰で、娘は確実に
神様としっかりと向き合い、信仰について考え
る機会を与えられ、一歩前へ進むことができま
した。これからの娘の長い人生の道のりに、こ
のワークキャンプで学んだ貴重な体験は必ず

生かされていくことと思います。このキャンプに
参加された他の仲間、そして保護者の方もきっ
と同じく感謝の気持でいっぱいだと思います。

自分自身の修復
（狩野千尋／ルーテル玉名教会・１７歳）

　私は教会に行くときはただ親について行くだ
けだったり、学校である礼拝もいつも真剣では
ありませんでした。そんな私がもっと教会に行
けばよかったなぁと、もっと真剣に礼拝に参加
していればなぁと、もっと早く神様を感じてい
ればなぁと後悔したのはキャンプ中のことでし
た。みんなの英語についていけるかな、とそん
な不安を抱えながら一週間の奉仕活動が始ま
りました。私たちが受け持った方の家はやはり
少し古びた、とてもきれいとは言えないような
家でした。この家を修復するにあたって、私に
は大きな目標ができました。この家と共に自分
自身も修復していこうと。今回のテーマが修復
だったのでみんな同じような目標を立てたのか
もしれません。しかし私は、実際に修復する家
を目の前にしたとき、”修復”の本当の意味を感
じ取ることができたような気がします。

人のために祈る
（森奈生美／ルーテルむさしの教会・１５歳）

　十字架の下で苦しそうにしている友達がい
ました。私はそれまで自分の事にめいっぱい
で、その子がこんなに辛そうにしている事なん
て全然気付く事ができていませんでした。だか
ら、一生懸命泣きながらお祈りしている姿にと
ても驚きました。私も、愛を持ってその子の傍
にいてあげたいと考えました。でもなんとなく、
どうやって近づけばいいのかわからなくて、祈
り終えたほかの人たちとドアの外で話しなが
ら、横目でチラチラと気にすることしかできませ
んでした。私は愛されることにばかり慣れすぎ
て、自分から愛することに慣れていないのだと
気付きました。なんて声をかければいいのだろ
うと思いつつ、それでも傍に近づいてみるとそ
の子は想像していた以上に悲しい思いを持っ

ているのだということを知り、その事に私は
ショックを受けました。私たちは心を込めてそ
の子と一緒に祈り続けました。自分以外の誰
かのために祈る、そんな素敵な光景がその体
育館の中で他にもたくさん見られました。皆の
それぞれの祈りで十字架は赤く染まり、そこ
にはほんとうに神様がいるのだと素直に感じ
ることができました。

思いを伝える
（石川実可子／ルーテル名古屋めぐみ教会・
１６歳）

　クルーとの顔合わせの時、何故か去年のよ
うに英語が聞き取れず、コミュニケーションが
とれない事を、「去年みたいにクルーがゆっく
りしゃべってくれない。去年はもっと感じよ
かった。」と言っては、人のせいにしていまし
た。初日の昼のデボーションはただ聞くだけ
のものとなってしまいました。相手が一生懸
命話してきているのに、答えられない、その申
し訳なさで胸がいっぱいでした。でも、そんな
時、私のクルーの皆は「問題ないよ、無理しな
くていいからね」と優しく言ってくれました。思
わず泣きそうになってしまいました。英語が上
手く話せないという申し訳なさもあったけど、
コミュニケーションが上手くとれないのを人
のせいにしていた自分がとても嫌になったか
らです。でも、「このまま、去年みたいにデボー
ションに参加できずにキャンプが終わってし
まうのは嫌だ」と思った私は、スタッフの皆さ
んに翌日のデボーションの内容の訳を手伝っ
てもらうことにしました。そのおかげで、翌日の
デボーションに参加することができ、自分の
意見に対して、時々皆が相槌を打ってくれた
りすると、「自分の想いが伝わった」ということ
が実感できてとても嬉しかったです。

　＜石川さんのお母様からのお便り＞
  2回目の参加で、娘が相手の意見を真剣に
聞くこと、いかに自分の思いを相手に伝える
か、この二つのことを学んできたことは本当に
大きな成長でした。昨年のワークキャンプは
中学3年の受験生で参加しましたが、ワーク
キャンプを通して、より神様の恵みを身近に感
じたようで、その後の礼拝にもほとんど欠かさ
ず出席し、休んだのは受験前後のほんの数回
でした。そして、今年のイースターで教会の方
たちの祝福の中、堅信に導かれたことは大き
な喜びでした。

たしかな達成感
（齋藤葉子／ルーテル名古屋めぐみ教会・１４歳）

　人に優しくされたいと願っていた私は、自分
が今までどれだけの優しさに触れていたのか
に初めて気づき、人に優しくしたい、と初めて
願った。私は、あの時の気持ちを失いたくない。
ずっとその気持ちを持っていたい。私はこの
キャンプでとてもいい経験ができ、すばらしい
ものを感じることができた。同時に、たくさんの
人に迷惑をかけてしまったけれど、それに気づ
き、心から謝りたいと思った。あたりまえのこと
だけど、私はそう素直に思えた自分が嬉しかっ
た。今度は、自分のことではなく、他の誰かのこ
とで喜べるようになりたいなって思う。何か、絶
対に手が届きそうにないものをつかんだ時の
あの達成感みたいなものが、私の中にある。私
は今、このキャンプで出会った全ての人に伝え
たい。ありがとう、て。

行動が生み出す変化
（大柴　翔／ルーテルむさしの教会・１７歳）

　このキャンプの経験で僕は本当に人生が変
わった、というか変わると思う。考え方や感じ
方、もちろん神様に対しての関わり方もかなり
変わっていると思うが、いろんな事が見えたお
かげですごく大きな体験をして、人間的にもす
ごく変わったと思う。辛い事もたしかにあった、
言葉の壁、疎外感、自分の前ではあまり笑わな
い子が、他の人の前でゲラゲラ笑っているのは
結構ショックだった。でもそれでも思ったのは、
積極的に、自分から、進んで行動する、というも
の。そのおかげで本当に多くの人から愛された
と思える。これから参加する人もなるべく積極
的に頑張るつもりで行けば、ただ楽しかっただ
けのキャンプではなく他にもいろんな事が見え
てくると思う。この２週間を通して僕は、もっと
世界を見てみたい、もっといろんな人と話して
みたい、もっと神様と共に歩みたいと強く思っ
た。それをこれからの生活でも忘れないでいき
たい。

2008年度グループ・ワークキャンプ派遣者募集要項

以下の内容で、来年夏の派遣者を十名前後募集します。申込受
付期限は2008年1月末日です。
◆派遣期間：7月22日（火）～8月5日（火）
◆内容：米国オハイオ州での数日間のホームステイと一週間の
　ワークキャンプ（家屋修繕+聖書の学び等、参加者の信仰成
　長を促すキャンプ）に参加。
◆参加費： 18万円（パスポート取得費用及び海外旅行保険費
   用は自己負担）。分割払いその他参加費に関するご質問・ご相
　談は、JELA事務局まで。
◆問合せ・申込用紙請求先：日本福音ルーテル社団（JELA）
　住所：150-0013　渋谷区恵比寿1-20-26
　電話：03-3447-1521／ﾌｧｯｸｽ：03-3447-1523／
　email：jela@jela.or.jp
◆選抜方法：2008年1月末日までにJELA事務局に申込用紙が
　届いた人の中から、書類選考で派遣者を決定し、3月中旬まで
　に本人に連絡します。

＊注意事項
! 2008年8月1日現在の年齢が14歳～20歳の方が応募できます。
"  キャンプは米国の団体が主催し、キリスト教超教派で運営さ
　れています。参加するキャンプには数百名のアメリカ人青少年
　が集います。クリスチャンでなくても参加できますが、聖書を学
　び話し合う時間が毎日あり、すべての行事に積極的に加わる
　ことが参加者に求められます。
# 牧 師を含めた数名の日本人成人が同行し、言語的、霊的側
　面から日本人参加者を支えます。
$ 主催団 体との手続き等に時間がかかるため、申込期限が1月
　31日になっています。
% 参加確定通知 後にキャンセルされる場合、その時点までに発
　生した費用をいただくことがあります。
& 参加確定 者には、日本福音ルーテル教会が毎年3月下旬に
　実施している青少年向けキャンプ「春キャン」への参加を強く
　お勧めします。教会になじみのない方は、クリスチャンのキャン
　プを体験しておくことが望ましいですし、米国に行く仲間どうし
　が出発前に親しくなる機会でもあります。「春キャン」の詳しい
　情報は、グループ・ワークキャンプ派遣決定通知送付の際に
　お知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いつも見守ってくださる神様
（ラブリー・シドニー／西東京キリスト教会・14歳）

　キャンプの１週間は本当に充実していて、良
い思い出がたくさん出来ました。初日はワーク
先で一緒に作業をするクルーのメンバーと会
いました。メンバーの第一印象はいまいちだっ
たけど、みんなと会話していくうちにすごく明る
くて良いクルーに恵まれたなーと思いました。
月曜～金曜まで毎日違うテーマで、その事に
ついて話し合いました。月曜日は「選ぶ」、火曜
日は「赦し」、水曜日は「愛」、木曜日は「平和」、
金曜日は「生きる」について語り合いました。各
テーマのプログラムとデボーションには、本当
に心動かされました。大泣きした日もあれば、
仲間とたくさん笑った日もありました。でもなん
といっても神様により近づけた事がすごく嬉し
かったです!!　毎日のデボーションでみんなと
話している時に、近くで神様が見守っているよ
うな感じがして、こんな遠くに来ても神様は
ずっとそばにいてくれるんだなーって思いまし
た。そして彼は、私達を平等に愛してくれていて、
１人１人をここに選んでこさせてくれたということ
を知って、なんか素直に喜ばしくなりました。

グループ・ワークキャンプ2007
参加者レポート
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ても驚きました。私も、愛を持ってその子の傍
にいてあげたいと考えました。でもなんとなく、
どうやって近づけばいいのかわからなくて、祈
り終えたほかの人たちとドアの外で話しなが
ら、横目でチラチラと気にすることしかできませ
んでした。私は愛されることにばかり慣れすぎ
て、自分から愛することに慣れていないのだと
気付きました。なんて声をかければいいのだろ
うと思いつつ、それでも傍に近づいてみるとそ
の子は想像していた以上に悲しい思いを持っ

ているのだということを知り、その事に私は
ショックを受けました。私たちは心を込めてそ
の子と一緒に祈り続けました。自分以外の誰
かのために祈る、そんな素敵な光景がその体
育館の中で他にもたくさん見られました。皆の
それぞれの祈りで十字架は赤く染まり、そこ
にはほんとうに神様がいるのだと素直に感じ
ることができました。

思いを伝える
（石川実可子／ルーテル名古屋めぐみ教会・
１６歳）

　クルーとの顔合わせの時、何故か去年のよ
うに英語が聞き取れず、コミュニケーションが
とれない事を、「去年みたいにクルーがゆっく
りしゃべってくれない。去年はもっと感じよ
かった。」と言っては、人のせいにしていまし
た。初日の昼のデボーションはただ聞くだけ
のものとなってしまいました。相手が一生懸
命話してきているのに、答えられない、その申
し訳なさで胸がいっぱいでした。でも、そんな
時、私のクルーの皆は「問題ないよ、無理しな
くていいからね」と優しく言ってくれました。思
わず泣きそうになってしまいました。英語が上
手く話せないという申し訳なさもあったけど、
コミュニケーションが上手くとれないのを人
のせいにしていた自分がとても嫌になったか
らです。でも、「このまま、去年みたいにデボー
ションに参加できずにキャンプが終わってし
まうのは嫌だ」と思った私は、スタッフの皆さ
んに翌日のデボーションの内容の訳を手伝っ
てもらうことにしました。そのおかげで、翌日の
デボーションに参加することができ、自分の
意見に対して、時々皆が相槌を打ってくれた
りすると、「自分の想いが伝わった」ということ
が実感できてとても嬉しかったです。

　＜石川さんのお母様からのお便り＞
  2回目の参加で、娘が相手の意見を真剣に
聞くこと、いかに自分の思いを相手に伝える
か、この二つのことを学んできたことは本当に
大きな成長でした。昨年のワークキャンプは
中学3年の受験生で参加しましたが、ワーク
キャンプを通して、より神様の恵みを身近に感
じたようで、その後の礼拝にもほとんど欠かさ
ず出席し、休んだのは受験前後のほんの数回
でした。そして、今年のイースターで教会の方
たちの祝福の中、堅信に導かれたことは大き
な喜びでした。

たしかな達成感
（齋藤葉子／ルーテル名古屋めぐみ教会・１４歳）

　人に優しくされたいと願っていた私は、自分
が今までどれだけの優しさに触れていたのか
に初めて気づき、人に優しくしたい、と初めて
願った。私は、あの時の気持ちを失いたくない。
ずっとその気持ちを持っていたい。私はこの
キャンプでとてもいい経験ができ、すばらしい
ものを感じることができた。同時に、たくさんの
人に迷惑をかけてしまったけれど、それに気づ
き、心から謝りたいと思った。あたりまえのこと
だけど、私はそう素直に思えた自分が嬉しかっ
た。今度は、自分のことではなく、他の誰かのこ
とで喜べるようになりたいなって思う。何か、絶
対に手が届きそうにないものをつかんだ時の
あの達成感みたいなものが、私の中にある。私
は今、このキャンプで出会った全ての人に伝え
たい。ありがとう、て。

行動が生み出す変化
（大柴　翔／ルーテルむさしの教会・１７歳）

　このキャンプの経験で僕は本当に人生が変
わった、というか変わると思う。考え方や感じ
方、もちろん神様に対しての関わり方もかなり
変わっていると思うが、いろんな事が見えたお
かげですごく大きな体験をして、人間的にもす
ごく変わったと思う。辛い事もたしかにあった、
言葉の壁、疎外感、自分の前ではあまり笑わな
い子が、他の人の前でゲラゲラ笑っているのは
結構ショックだった。でもそれでも思ったのは、
積極的に、自分から、進んで行動する、というも
の。そのおかげで本当に多くの人から愛された
と思える。これから参加する人もなるべく積極
的に頑張るつもりで行けば、ただ楽しかっただ
けのキャンプではなく他にもいろんな事が見え
てくると思う。この２週間を通して僕は、もっと
世界を見てみたい、もっといろんな人と話して
みたい、もっと神様と共に歩みたいと強く思っ
た。それをこれからの生活でも忘れないでいき
たい。

2008年度グループ・ワークキャンプ派遣者募集要項

以下の内容で、来年夏の派遣者を十名前後募集します。申込受
付期限は2008年1月末日です。
◆派遣期間：7月22日（火）～8月5日（火）
◆内容：米国オハイオ州での数日間のホームステイと一週間の
　ワークキャンプ（家屋修繕+聖書の学び等、参加者の信仰成
　長を促すキャンプ）に参加。
◆参加費： 18万円（パスポート取得費用及び海外旅行保険費
   用は自己負担）。分割払いその他参加費に関するご質問・ご相
　談は、JELA事務局まで。
◆問合せ・申込用紙請求先：日本福音ルーテル社団（JELA）
　住所：150-0013　渋谷区恵比寿1-20-26
　電話：03-3447-1521／ﾌｧｯｸｽ：03-3447-1523／
　email：jela@jela.or.jp
◆選抜方法：2008年1月末日までにJELA事務局に申込用紙が
　届いた人の中から、書類選考で派遣者を決定し、3月中旬まで
　に本人に連絡します。

＊注意事項
! 2008年8月1日現在の年齢が14歳～20歳の方が応募できます。
"  キャンプは米国の団体が主催し、キリスト教超教派で運営さ
　れています。参加するキャンプには数百名のアメリカ人青少年
　が集います。クリスチャンでなくても参加できますが、聖書を学
　び話し合う時間が毎日あり、すべての行事に積極的に加わる
　ことが参加者に求められます。
# 牧 師を含めた数名の日本人成人が同行し、言語的、霊的側
　面から日本人参加者を支えます。
$ 主催団 体との手続き等に時間がかかるため、申込期限が1月
　31日になっています。
% 参加確定通知 後にキャンセルされる場合、その時点までに発
　生した費用をいただくことがあります。
& 参加確定 者には、日本福音ルーテル教会が毎年3月下旬に
　実施している青少年向けキャンプ「春キャン」への参加を強く
　お勧めします。教会になじみのない方は、クリスチャンのキャン
　プを体験しておくことが望ましいですし、米国に行く仲間どうし
　が出発前に親しくなる機会でもあります。「春キャン」の詳しい
　情報は、グループ・ワークキャンプ派遣決定通知送付の際に
　お知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いつも見守ってくださる神様
（ラブリー・シドニー／西東京キリスト教会・14歳）

　キャンプの１週間は本当に充実していて、良
い思い出がたくさん出来ました。初日はワーク
先で一緒に作業をするクルーのメンバーと会
いました。メンバーの第一印象はいまいちだっ
たけど、みんなと会話していくうちにすごく明る
くて良いクルーに恵まれたなーと思いました。
月曜～金曜まで毎日違うテーマで、その事に
ついて話し合いました。月曜日は「選ぶ」、火曜
日は「赦し」、水曜日は「愛」、木曜日は「平和」、
金曜日は「生きる」について語り合いました。各
テーマのプログラムとデボーションには、本当
に心動かされました。大泣きした日もあれば、
仲間とたくさん笑った日もありました。でもなん
といっても神様により近づけた事がすごく嬉し
かったです!!　毎日のデボーションでみんなと
話している時に、近くで神様が見守っているよ
うな感じがして、こんな遠くに来ても神様は
ずっとそばにいてくれるんだなーって思いまし
た。そして彼は、私達を平等に愛してくれていて、
１人１人をここに選んでこさせてくれたということ
を知って、なんか素直に喜ばしくなりました。

グループ・ワークキャンプ2007
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　UNHCRとパートナーは近年、難民支援の
現場でAGDM難民参加型アセスメント（以
下、AGDMアセスメント）を行っている。日本
でも2006年夏に実施した。「難民参加型のア
セスメント手法」というだけでもわかりにくい
が、その上「AGDM」というともっと馴染みが
無い。国連というところは略語が好きなところ
だなぁ、と思われる方も多いのではないか。

参加型アセスメントとは
「参加型のアセスメント」とは、難民の保護の
必要をアセスメントする際に難民自身が参加
することにより、難民の女性・男性とのパート
ナーシップを強化し、ニーズや今あるリソース
を把握し、事業の計画に活かすことである。
　他方、「AGDM」とはAge（年齢）, Gender
（ジェンダー）and Diversity (多様性) 
Mainstreaming (主流化)の略で、保護・支援
を行うUNHCRやNGOとその対象である難
民が協議を行うにあたり、これらの要素を取
り入れることにより難民の意義あるアセスメン
ト参加を促進するものである。年齢や性別、
背景の違うグループと多角的に協議をするこ
とで、難民とUNHCR及びNGOがより一層パ
ートナーシップを強化できるであろう、というこ
とだ。また、AGDMのもう一つの特徴として難
民のエンパワーメントに留意したアセスメント
手法が上げられるが、これについては後でコ
メントする。

ＡGDＭの特徴
　開発などの国際協力の現場でも、体系的な
手法を用いて支援対象者の事業形成への参
加を促すことが、より効果的な事業の実施形
態であるということは認識されてきているが、
AGDM手法の特徴としては、支援対象者がア
セスメントに参加する際に、成人女性、成人男
性、女子、男子、など、年齢や性別によって区
分し、個別のグループに分けて聞き取りを行
うことである。これにより、各グループがそれぞ
れに直面する特有の問題点が個別に調査で
きる。要するに、女性だけが直面する問題に
ついて議論するにあたり、女性だけで構成さ
れる難民代表グループと協議をするだけでは
なく、男性グループとも協議をすることが効果
的なのではないか、ということである。

東ティモールの事例
　例えば、東ティモールで筆者が行った
AGDMアセスメントでは、女性グループでの
み取り上げられた問題に家庭内暴力（以下、

DV）があったが、同じ問題が男性グループの
間では存在しないと回答された。DVの問題だ
けでなく、女性グループが取り上げた性的嫌
がらせや、衛生関係の問題などは特に男性に
は取り上げられなかった。特に印象的だった
のは、２ヶ月間両親とはぐれて再会することが
出来ず、キャンプで偶然会った叔父・叔母のテ
ントに世話になっているが、キャンプ生活のス
トレスなどから暴力が絶えないという問題を打
ち明けた未成年だ。このような問題は、大人が
いる前では話してくれなかったであろう。性別
だけではなく、年齢別にグループ分けをする重
要性を痛感した。

日本での調査
　日本における調査でも、女性と男性の視点
は異なる点が多かったと感じる。調査では、男
女共に孤独感を感じているという回答があっ
たが、女性の場合、理由としては、不安や出身
国における習慣等から外出をあまりしない
ケースも多く、地元コミュニティーとの接触が
少ない故、孤独感を感じているという印象が
あった。男性の場合、言葉の壁などから友人
が作りにくいということを理由に挙げている。
結果として、「難民の孤独感」という問題に取り
組むにあたって、男女別のものが必要だという
ことである（詳細については、UNHCRのホーム
ページに掲載されている調査の結果参照。

http://www.unhcr.or.jp/protect/pdf/AGD
M_FinalNote(ENG).pdf?id=45096d452）。

これらの例にも見られるように、老若男女直面
する問題は異なるので、出来る限り広範囲のグ
ループを対象に調査を行うことが、効果的なア
セスメントを行う上で大変重要である。

問題点への取り組み
　さて、以上のようにAGDMアセスメントに
よってより細分化された問題点が抽出される
のだが、それらにどの様に取り組むかというこ
とが重要な次のステップである。UNHCRや
NGOが調査結果を事業計画に組み込んでゆ
く過程は比較的理解しやすい。しかし、難民が
どの様に関わってゆくことが出来るのか。

　調査後にアセスメントの結果は集積し、
AGDMワークショップと呼ばれる合議の場で
分析する。難民も参加をし、どのような取り組
みが出来るか検討する。その際、UNHCRや
NGOの活動という視点だけでなく、難民自身
が自助努力によって何が出来るのか、というこ
とに注視する。

難民の自助努力の奨励
　AGDM調査手法のもう一つの特徴は、難民
自身が自助努力として何を出来るか、というこ
とに注目している点である。難民が独自に提案
する解決策を分析し、対象者のグループの能力
（キャパシティー）を最大限に活かして、より効
果的な難民保護・支援を行うということであ
る。最近、「エンパワメント（能力強化）」という
言葉がよく聞かれるが、具体的にどういうこと
か、以下でみてみたい。

中国におけるエンパワメントの事例
　中国におけるAGDMワークショップでは、あ
るアジア系の難民申請者グループから、「医療
サービスへのアクセスが無い」という問題点が
挙げられた。それに対し、医療インターン生とし
て中国に入国し、その後難民申請をしたアフリ
カ系の難民申請者から、当該のアジア系のグ
ループに対して勤務する病院を通じて医療
サービスを提供する、という提案があった。こ
の申し出をうけて、UNHCRは医療サービスの
機会を提供できるような環境を整えて促進し
た。これは、まさに難民のエンパワメントであ
る。中国でのAGDMアセスメントは私にとって
初めての経験であったが、思ってもみなかった
解決策が出てきたことに驚かされた。

日本における難民保護･支援への難民自身
の主体的参加
　日本の調査でも、日本語が上手な難民グ
ループが、あまり上手ではないその他の難民
に対して語学をボランティアで教えることが
提案された。これまでの支援では、「支援する
側」と「支援される側」が分かれ、それらが交
わることが少なかったように思えるが、同手法
をもちいることで、難民とUNHCR及びNGO
がパートナーシップを結び、難民自身がより
効果的な難民保護・支援を行うための主体と
して参加をしてゆくことが出来るのではないか
と考えている。AGDMのアプローチが今後一
層事業形成に取り入れられることを切望す
る。

難民自身が分析に加わる利点
　終わりに、難民の参加の重要性についても
う一言。調査及び分析を行うチームは
UNHCRやNGOの職員で、法律や、ソーシャ
ルワークなど、色々な背景を持ったプロフェッ
ショナルが集まって形成された。職業背景だ
けではなく、性別、年齢、国籍などにも配慮し
た。日本におけるAGDMワークショップには
JELA をはじめ６つの団体から異なる背景の
職員と難民が参加して行われた。難民が分析
に関わってくることによって、異なる視点が取

UNHCRの説明会を
ジェラミッションセンターで開催

　8月9日の午後、国連難民高等弁務官事務
所（UNHCR）ジュネーブ本部・国際保護部・
第三国定住課のショーン・ヘンダーソン氏を
ジェラ・ミッションセンターにお迎えし、第三
国定住に関する説明会を開催しました。第三
国定住というのは、難民が祖国への帰還も、
保護を求めて逃れた国での定住もできない
場合に、別の受け入れ国へ移住させ、定住さ
せる難民保護の一手段です。説明会では世
界の難民の現状、難民保護の課題、第三国
定住の目的・プロセス・基本原則・UNHCR
が定める基準など、多岐にわたる課題につい
て解説がなされ、出席したNGOの職員とのあ
いだで質疑応答が行われました。夏休み時期
と重なり出席団体は限られていたものの、大
変充実した会合でした。日本では、閣議了解
に基づき行われたインドシナ難民の受け入
れを除き、法律上この制度は存在しません
が、世界の多くの国が第三国定住の受入れ
国として責任を分担しています。日本での第
三国定住は今後、難民保護のホットな話題に
なりそうです。（写真下）

AGDM難民参加型アセスメントについて
国連難民高等弁務官駐日事務所 法務官補佐（難民支援担当）　宮澤　哲

 東ティモールに設置されたＩＤＰキャンプのテントで（2006年8月撮影）

アセスメントの結果をまとめた、日本でのＡＤＧＭワークショップで説明する筆者（中央）。難民も参加した。
右端後姿はJELA森川職員。（2006年10月撮影）

東ティモールでＩＤＰを対象にしたＡＧＤＭ難民参加型アセスメント
を実施する筆者（左端）。（2006年8月撮影）

り入れられるということはもちろんだが、通常
のアセスメント・ワークショップとは少し雰囲気
も違っていたような気がする。私が感じたの

中国にてＡＧＤＭアセスメントの結果を分析するワークショップに
参加する筆者。（2006年2月撮影）

入国管理局の難民調査官むけ
研修に協力

　JELAの森川職員は、法務省入国管理局難
民関連部門職員のための内部研修の講師を
昨年に引き続き依頼され、8月10日に法務総
合研究所にて講義を行いました。昨年は「難
民認定事務従事者研修」（第10回）での講義
でしたが、今回は「入国管理局関係職員特別科
（難民調査官）研修」（第23回）というもので、
「難民調査官又は難民調査官の指定を受け
ることが見込まれる入国審査官に対して、難
民調査官の職務の遂行に必要な特別の知識
及び技能を修得させる」ことを目的とする研修
です。2時間の講義では、ジェラハウスを中心と
したJELAの難民支援活動、日本の難民支援
NGOが実施している法的支援・生活支援の
実際と遭遇する問題、最近の課題（国際空港
で難民申請した者の長期収容、難民申請者の
逮捕・収容の増加等）を中心に取り上げ解説
しました。複数の受講者から質問が出る等、難
民行政を司る法務省入国管理局と、JELAのよ
うに個々の難民を支援するNGOとの間におけ
る、有意義な意見交換の場となりました。

は、学校の運動会で家族参加の二人三脚
競技に出るような感覚だった。他の参加者
はどの様に感じただろうか。

第4回インド・ワークキャンプ
申し込み締め切り迫る！

来年のインド・ワークキャンプ参加者を募集中で
す。興味のある方はJELAまでお問い合わせくだ
さい。締切が迫っていますのでお急ぎください。
◇対象：申込時に18歳以上で健康な人。　　
◇人数：十名前後
◇期間：2008年2月26日～3月7日
◇参加費：15万円（パスポート、海外旅行保険、
                  予防接種の費用は別途個人負担）。
◇問合先：JＥＬＡ森川
               電話03-3447-1521 
　　　　  ファックス03-3447-1523
               電子メール morikawa@jela.or.jp
◇締切：2007年12月2日

第1回カンボジア･ワークキャンプ実施される！

10月中旬から下旬にかけて、はじめてのワーク
キャンプをカンボジアで実施しました。小学校建
築を支援している地域を訪れてペンキ塗り等の
お手伝いもしました。『るうてる』や次回（4月）以
降のジェラニュースに記事を掲載予定です。
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　UNHCRとパートナーは近年、難民支援の
現場でAGDM難民参加型アセスメント（以
下、AGDMアセスメント）を行っている。日本
でも2006年夏に実施した。「難民参加型のア
セスメント手法」というだけでもわかりにくい
が、その上「AGDM」というともっと馴染みが
無い。国連というところは略語が好きなところ
だなぁ、と思われる方も多いのではないか。

参加型アセスメントとは
「参加型のアセスメント」とは、難民の保護の
必要をアセスメントする際に難民自身が参加
することにより、難民の女性・男性とのパート
ナーシップを強化し、ニーズや今あるリソース
を把握し、事業の計画に活かすことである。
　他方、「AGDM」とはAge（年齢）, Gender
（ジェンダー）and Diversity (多様性) 
Mainstreaming (主流化)の略で、保護・支援
を行うUNHCRやNGOとその対象である難
民が協議を行うにあたり、これらの要素を取
り入れることにより難民の意義あるアセスメン
ト参加を促進するものである。年齢や性別、
背景の違うグループと多角的に協議をするこ
とで、難民とUNHCR及びNGOがより一層パ
ートナーシップを強化できるであろう、というこ
とだ。また、AGDMのもう一つの特徴として難
民のエンパワーメントに留意したアセスメント
手法が上げられるが、これについては後でコ
メントする。

ＡGDＭの特徴
　開発などの国際協力の現場でも、体系的な
手法を用いて支援対象者の事業形成への参
加を促すことが、より効果的な事業の実施形
態であるということは認識されてきているが、
AGDM手法の特徴としては、支援対象者がア
セスメントに参加する際に、成人女性、成人男
性、女子、男子、など、年齢や性別によって区
分し、個別のグループに分けて聞き取りを行
うことである。これにより、各グループがそれぞ
れに直面する特有の問題点が個別に調査で
きる。要するに、女性だけが直面する問題に
ついて議論するにあたり、女性だけで構成さ
れる難民代表グループと協議をするだけでは
なく、男性グループとも協議をすることが効果
的なのではないか、ということである。

東ティモールの事例
　例えば、東ティモールで筆者が行った
AGDMアセスメントでは、女性グループでの
み取り上げられた問題に家庭内暴力（以下、

DV）があったが、同じ問題が男性グループの
間では存在しないと回答された。DVの問題だ
けでなく、女性グループが取り上げた性的嫌
がらせや、衛生関係の問題などは特に男性に
は取り上げられなかった。特に印象的だった
のは、２ヶ月間両親とはぐれて再会することが
出来ず、キャンプで偶然会った叔父・叔母のテ
ントに世話になっているが、キャンプ生活のス
トレスなどから暴力が絶えないという問題を打
ち明けた未成年だ。このような問題は、大人が
いる前では話してくれなかったであろう。性別
だけではなく、年齢別にグループ分けをする重
要性を痛感した。

日本での調査
　日本における調査でも、女性と男性の視点
は異なる点が多かったと感じる。調査では、男
女共に孤独感を感じているという回答があっ
たが、女性の場合、理由としては、不安や出身
国における習慣等から外出をあまりしない
ケースも多く、地元コミュニティーとの接触が
少ない故、孤独感を感じているという印象が
あった。男性の場合、言葉の壁などから友人
が作りにくいということを理由に挙げている。
結果として、「難民の孤独感」という問題に取り
組むにあたって、男女別のものが必要だという
ことである（詳細については、UNHCRのホーム
ページに掲載されている調査の結果参照。

http://www.unhcr.or.jp/protect/pdf/AGD
M_FinalNote(ENG).pdf?id=45096d452）。

これらの例にも見られるように、老若男女直面
する問題は異なるので、出来る限り広範囲のグ
ループを対象に調査を行うことが、効果的なア
セスメントを行う上で大変重要である。

問題点への取り組み
　さて、以上のようにAGDMアセスメントに
よってより細分化された問題点が抽出される
のだが、それらにどの様に取り組むかというこ
とが重要な次のステップである。UNHCRや
NGOが調査結果を事業計画に組み込んでゆ
く過程は比較的理解しやすい。しかし、難民が
どの様に関わってゆくことが出来るのか。

　調査後にアセスメントの結果は集積し、
AGDMワークショップと呼ばれる合議の場で
分析する。難民も参加をし、どのような取り組
みが出来るか検討する。その際、UNHCRや
NGOの活動という視点だけでなく、難民自身
が自助努力によって何が出来るのか、というこ
とに注視する。

難民の自助努力の奨励
　AGDM調査手法のもう一つの特徴は、難民
自身が自助努力として何を出来るか、というこ
とに注目している点である。難民が独自に提案
する解決策を分析し、対象者のグループの能力
（キャパシティー）を最大限に活かして、より効
果的な難民保護・支援を行うということであ
る。最近、「エンパワメント（能力強化）」という
言葉がよく聞かれるが、具体的にどういうこと
か、以下でみてみたい。

中国におけるエンパワメントの事例
　中国におけるAGDMワークショップでは、あ
るアジア系の難民申請者グループから、「医療
サービスへのアクセスが無い」という問題点が
挙げられた。それに対し、医療インターン生とし
て中国に入国し、その後難民申請をしたアフリ
カ系の難民申請者から、当該のアジア系のグ
ループに対して勤務する病院を通じて医療
サービスを提供する、という提案があった。こ
の申し出をうけて、UNHCRは医療サービスの
機会を提供できるような環境を整えて促進し
た。これは、まさに難民のエンパワメントであ
る。中国でのAGDMアセスメントは私にとって
初めての経験であったが、思ってもみなかった
解決策が出てきたことに驚かされた。

日本における難民保護･支援への難民自身
の主体的参加
　日本の調査でも、日本語が上手な難民グ
ループが、あまり上手ではないその他の難民
に対して語学をボランティアで教えることが
提案された。これまでの支援では、「支援する
側」と「支援される側」が分かれ、それらが交
わることが少なかったように思えるが、同手法
をもちいることで、難民とUNHCR及びNGO
がパートナーシップを結び、難民自身がより
効果的な難民保護・支援を行うための主体と
して参加をしてゆくことが出来るのではないか
と考えている。AGDMのアプローチが今後一
層事業形成に取り入れられることを切望す
る。

難民自身が分析に加わる利点
　終わりに、難民の参加の重要性についても
う一言。調査及び分析を行うチームは
UNHCRやNGOの職員で、法律や、ソーシャ
ルワークなど、色々な背景を持ったプロフェッ
ショナルが集まって形成された。職業背景だ
けではなく、性別、年齢、国籍などにも配慮し
た。日本におけるAGDMワークショップには
JELA をはじめ６つの団体から異なる背景の
職員と難民が参加して行われた。難民が分析
に関わってくることによって、異なる視点が取

UNHCRの説明会を
ジェラミッションセンターで開催

　8月9日の午後、国連難民高等弁務官事務
所（UNHCR）ジュネーブ本部・国際保護部・
第三国定住課のショーン・ヘンダーソン氏を
ジェラ・ミッションセンターにお迎えし、第三
国定住に関する説明会を開催しました。第三
国定住というのは、難民が祖国への帰還も、
保護を求めて逃れた国での定住もできない
場合に、別の受け入れ国へ移住させ、定住さ
せる難民保護の一手段です。説明会では世
界の難民の現状、難民保護の課題、第三国
定住の目的・プロセス・基本原則・UNHCR
が定める基準など、多岐にわたる課題につい
て解説がなされ、出席したNGOの職員とのあ
いだで質疑応答が行われました。夏休み時期
と重なり出席団体は限られていたものの、大
変充実した会合でした。日本では、閣議了解
に基づき行われたインドシナ難民の受け入
れを除き、法律上この制度は存在しません
が、世界の多くの国が第三国定住の受入れ
国として責任を分担しています。日本での第
三国定住は今後、難民保護のホットな話題に
なりそうです。（写真下）

AGDM難民参加型アセスメントについて
国連難民高等弁務官駐日事務所 法務官補佐（難民支援担当）　宮澤　哲

 東ティモールに設置されたＩＤＰキャンプのテントで（2006年8月撮影）

アセスメントの結果をまとめた、日本でのＡＤＧＭワークショップで説明する筆者（中央）。難民も参加した。
右端後姿はJELA森川職員。（2006年10月撮影）

東ティモールでＩＤＰを対象にしたＡＧＤＭ難民参加型アセスメント
を実施する筆者（左端）。（2006年8月撮影）

り入れられるということはもちろんだが、通常
のアセスメント・ワークショップとは少し雰囲気
も違っていたような気がする。私が感じたの

中国にてＡＧＤＭアセスメントの結果を分析するワークショップに
参加する筆者。（2006年2月撮影）

入国管理局の難民調査官むけ
研修に協力
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　20年以上にわたり日本全国と米国にキリス
ト教テレビ番組「ハーベスト・タイム」を提供し
ているハーベスト・タイム・ミニストリーズは、ク
リスチャンや一般人がじっくり聖書を学ぶた
めの集会「ハーベストフォーラム東京」を、9月
16日からジェラ・ミッションセンターで開催し
ています。メイン･スピーカーはテレビのホスト
・中川健一師で、毎週の日曜（3時半～5時）と
月曜（10時半～12時）にマタイ福音書から一
章ずつ、ユーモアを交えながら、わかりやすく
実践的に聖書の真髄が語られます。JELAの
ホールが、聖書を通して生きがいを求める人

々の学びと交流の場として用いられていること
を、大変うれしく思います。（森川博己）

ジェラ・ミッションセンターで「ハーベスト・タイム」の例会が！

第１回フォーラムで聴衆に語りかける中川健一師

市ヶ谷教会でJELA子ども支援チャリイティコンサート
　ルーテル市ヶ谷教会では、昨年に引き続き
今年もJELAのアジア・ブラジル子ども支援の
ためのチャリティ・コンサート「LOVE5」が、去
る9月9日、ルーテル市ヶ谷センターで開かれ
ました。出演は、日本屈指のボイストレーナー
安ますみさんプロデュースで、ミュージカル、ポ
ップス、ジャズ、狂言など各界で活躍する井上
芳雄、井出麻理子、宮原永海、K、西任白鵠、
愛甲友香、善竹富太郎、安田岳弘、藤山高浩、
山本野乃香さんなど。それぞれのファンの方々
も集まって立ち見の出る盛況ぶりでした。売上
金429,005円はそのままJELAに寄付してくだ

さり、世界の子ども支援のために用いられるこ
とになりました。ご協力を感謝いたします。

　JELAのホームページ(www.jela.or.jp)が内容
を一新しました。今後は定期的に中身を更新する
ように努め、積極的にJELAの活動を周知してい
きます。新しいホームページをご覧になり、お気づ

きの点やご意
見がありました
ら、ホームペー
ジ上から電子
メールでご連
絡いただけると
ありがたいで
す。

ホームページが生まれ変わりました！
　12月14日（金）午後６時半
からジェラミッションセンター
ビル１階にて、例年どおり世

界の子ども支援のための「ワインとチーズの
パーティ」を開催します。参加費は２千円です。
当日会場にてお支払いください。皆様のご来
場を心よりお待ちしております。

「ワインとチーズのパーティ」のおしらせ

　本誌は年3回（4月、8月、11月）発行し、支援
者の皆様、関連施設、チャリティコンサート等
の催しで住所・氏名をご記入いただいた方々
にお送りしています。所属教会等で入手できる
ため自宅送付を希望されない場合は、ご面倒
ですが、JELA事務局までご連絡ください。ま
た、ご家族宛に複数部が届き、1部のみ希望さ
れる場合もお知らせいただけるとありがたいで
す。なお、ご連絡はファックスまたは電子メール
でいただけると、住所・氏名の識別が容易であ
り、大変ありがたいです。何卒よろしくお願いい
たします。

教会等で本誌を受け取られる皆様へ

2007年7月1日～9月30日

　2005年6月に賛助会員制度を設けて以来、
徐々に会員数が増え、現在は200を超える個
人・団体の皆様が会員になってくださっていま
す。この場をお借りし、お礼を申し上げます。納
めていただく賛助会費は、個々のプログラムに
対する献金とは別扱いで、JELAという組織自
体を支えるために用いさせていただきます。
2005年度の賛助会費受取額は約80万円、
2006年度は50万円、今年度は9月現在で約
18万円です。事業年度（１月～12月）ごとの賛
助会費は一口２千円ですが、いつでも、また何
口でも、感謝してお受けいたします。会員数が
さらに増加し、この会費収入が十分に安定し
た形で得られることが、JELAの様々な活動を
継続して実施するために大変重要ですので、
どうかご理解のうえお支えくださいますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。（森川博己）

賛助会員制度の現状とお願い

編集後記
　米国のワークキャンプ参加者は「選択」につ
いて学んだようです。黒澤明の名作『生きる』
（1952年作品）も、ある意味で「選択」を主題
にした映画です。役所の課長として「消極的選
択」（＝何もしない、面倒な仕事は他の部署に
まわす等）に終始し、無気力な人生を30年間
おくってきた主人公。彼は自分が胃ガンで余
命数ヶ月とわかった瞬間から「積極的選択」に
目が開かれます。そして、人のためになる仕事
に取り組み、それを全力でやりとげた後、静か
に息をひきとります。映画を見終えて考えまし
た、クリスチャンにとって「積極的選択」とは何
かと。スイスのある牧師はこう言っています。
「あなたは日々 、神が差しのべてくださるもの
の中から最高の選択をしなければなりませ
ん。その選択によって、本当に神のおそばに生
きているかどうかが決められるのです」。（M）


